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▼「恐怖と欠乏」に向き合う政策


　五十嵐さんが「小選挙区では、鼻をつまんででも、自民と維新以外の候補者への投票を」と講演を結ばれたことに賛成です。同時に


若い世代が「高市と維新が政治を変えてくれそうな気がする」という投票行動に走りそうな、大きな不安も感じています。講演のなかでの「ヒトラーは民主的な選挙で選ばれた」という指摘が怖い。アメリカでは、民主党に失望したラストベルトの労働者たちの投票行動が、第２次トランプ政権を生んだ。日本で「中国になめられんな」「不法移民に税金が使われている」とナショナリズムを煽る政党・候補者に、未来に希望を持てない若い世代が引っ張られている危険を感じる。この危うい事態を生み出している原因のひとつは『新しい階級社会』（橋本健二）で指摘されている「アンダークラス層約８９０万人の「恐怖と欠乏」（憲法前文）に、しっかり向き合い、解決する政策を、日本の左派・リベラルが打ち出し得てこなかったからではないだろうか、という気がする。（深大寺北町・佐藤定夫）


▼今は分岐点！


　中曽根、安倍、高市と、ホップステップジャンプで戦後政治の総決算をして、普通の国＝明文改憲して戦争のできる国に変えようとしている。それで良いのか？平和憲法を守ることで、日本は戦後今まで殺さず殺されずに来れたのではないか？今は分岐点！若者にも極右高市政治の危険性に気づいてもらいたい。


(深大寺北町・二見真由美)


▼さて選挙は？


　しっかりした良いお話でした。さて選挙はどうするか。戦争反対、原発反対を貫きたい。（下石原・田邊浩子）


▼気持ちは晴れない


　毎日感じていることを整理して話していただき、わかりやすかったです。ただ問題はどうすれば変えられるのか。厳しい審判をするように、国民の意識が高まっていないのが現状。それでも諦めてはならないと理解していても、近づく戦争、さらなる暮らしへの攻撃、社会保障の切り捨てなど、気持ちは晴れません。（小金井市・武田恵）


▼若者にどう伝えるか


　わかりやすく、とても良い講演でした。このような話が、今後の日本を背負っていく現代の若者にも伝わるには、どうしたらよいかと、考えてしまいます。（世田谷区・坂井敬子）


▼どうすればニューヨークのように　


　ニューヨークのように、多くの人々がボランティアで個別訪問して投票を依頼する状態にするには、どのような要求と働きかけを打ちだしたらよいでしょうか。（布田・河野良彦）


▼一般的でない受け止めが必要


　高市にラクラク勝たせたら、憲法改訂せずにも戦争開始してしまう。閣議決定でもトランプ並みのトップダウンでも使って。･･･その危険に怯え、久しぶりに例会に参加しました。大マスコミは、参院選と似通った様相だと喧伝。なぜそうなのか？バブル、新自由主義の世相ムードが日本を覆っているのでは？その歴史、背景を中心に聞きたかったと思います。現状へのショックについても、一般的でない受けとめが必要かも。（国領町・匿名）


▼国民を舐めるのもいい加減に


　判断材料も与えず、高市政権に白紙委任などできるわけもありません。国民を舐めるのもいい加減にしてほしい！（八王子市・河野淳夫）


▼他の国々との友好関係を


　小さな小さな私たちのいとしい日本という国、生き延びるには他の国々と友好関係を持つしかないのだということ。（三鷹市・伊藤伊津子）


▼良いタイミング


　タイミングの良い時期の企画でした。とても参考になりました。ありがとうございました。


　　　　（無記名）


▼何とかせねば


　この選挙で自民・維新が勝ったら、早速憲法改悪が始まるだろう！危機感があるが若い人にはなかなか伝わらず、力のなさを感じる。戦争はやってはいけない、とても怖いものだということが浸透していない。何とかせねばと思っている！（八王子市・小泉和枝）


▼いつまで鼻をつまんでいたら？


　「私が勝ったら国論を二分するような政策を実施するけどいいですか？」といわんばかりのこの選挙、いいわけがない。「みそぎ」というへんな言葉があるが、選挙で選ばれたからといって全権を与えられたわけではない。権力はつねに国民のチェックを受ける。そのために国会があり、野党が居る。その野党がおかしなことになった。10年前、「野党は共闘」との市民の呼びかけに応えて野党共闘の柱の１本を担っていた立憲民主党が、立党の理念だった「安保法制違憲」も「反原発」も投げ捨てて公明党と合流し、新党「中道改革連合」を結成、右でも左でもない「生活者ファースト」で行くという。市民は安保法制が強行採決された２０１５年９月19日を忘れずに、律儀に毎月19日には国会前で集会を開き、「安保法制廃止」を訴えてきた。今年１月19日の集会では高市身勝手解散と立民の変節への怒りが渦巻いていた。共産党の小池晃さんは「政治が右へ右へとぶれていく中での真ん中は右。これを正すためしっかり左にアンカーを打たなければならない」と述べ、市民連合の高田健さんは「市民連合はこの10年間１ミリもぶれていない。この趣旨で各野党に要請文を出す」と宣言した。しかしここ22区はじめ市民の望む候補のいない選挙区は多い。政権交代のために「鼻をつまんで自・維以外の候補へ」と講師も言われるが、10年間鼻をつまんできた結果がこれだ。そろそろ自由に息をして、言いたいことを言ったらどうだろう。かつての社会党が政権入りのために自衛隊合憲の立場に転じてから凋落していったことが思われる。


　（布田・石川康子）








1月31日


参加者の感想





高市政権の危険性と


　　　取り組みの課題





第２２０回(2026年2月)例会参加費300円


台湾問題は日中間の基本文書でどう語られてきたか


　国共内戦の｢化石化｣が中台両岸民衆の願い





お話：内田 雅敏さん


　　　　弁護士･戦争させない千人委員会事務局長


日時:2026年2月14日(土) 13:30～16:00


場所:あくろすホール 国領駅前西友３階





第２２１回(2026年3月)例会参加費300円


権利は闘う者の手にある


お話：黒岩 哲彦さん　弁護士


日時:2026年3月20日(金) 13:30～16:00


場所:あくろす研修室３ 国領駅前西友３階





調布｢憲法ひろば｣例会のご案内
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